
(1)第 128号 は ぐ く む 令和 5年 4月 20日

令
和
５
年
度

事
業
計
画
概
略

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て

公
益
社
団
法
人
　
福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
長

横
山
　
利
恵
子

今
年
は
、

マ
ス
ク
な
し
の
卒
業
式
、
観
光
客
や
花
見
客
で
賑

わ
い
、
い
つ
も
の
春
が
戻

っ
て
き
き

つ
あ
る
中
、
新
年
度
を
迎
え

ま
し
た
３

昨
年
度
は
、
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば

「
障
害
者
権
利
条
約
」

対
日
審
査
が
実
施
さ
れ
、
総
括
所
見
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
第
１９
条

（地
域
生
活
）、
第
２４
条

（教
育
）
分
野
に
つ
い
て
、

権
利
条
約
委
員
会
よ
り
、
重
い
勧
告
を
受
け
ま
し
た
。

国
内
で
は
、福
岡
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
さ
る
く
」
の
虐
待
事
案
、

北
海
道
で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
夫
婦
に

対
す
る
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

本
会
の
事
業
全
般
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
、
委
員
会
活
動
の
中
止
や
各
種
大
会

。
研
修

が
ｗ
ｅ
ｂ
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
と
な

り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用

し
た
新
し
い
生
活
様
式
が
生
み
出
さ
れ

た
年
と

い
え
ま
す
。

本
年
度
も
重
点
目
標
は
、継
続
し
て
、

第
１
に
組
織
強
化
で
す
。
第
２
は
、
安

定
し
た
財
政
基
盤
の
確
保
で
す
。

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
育
成
会
の
事
業
の
充
実
が
重
要
で

す
。
換
言
す
れ
ば

「魅
力
あ
る
事
業
」

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
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ありがとうこざいました

この会報|よ、

共同募金の配分を受けて
作成したものです。

★
障
害
基
礎
年
金
学
習
会

昨
年
度
は
、
県
下
２
校
の
県
立
特
別
支
援
学
校
で
保
護
者
、

生
徒
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

学
習
会
に
参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は

「
一
般
就
労
し
た
ら
年

金
は
も
ら
え
な
い
と
思
っ
て
い
た
」
．
ま
た
、
教
師
か
ら
は

「療

育
手
帳
Ｂ
の
卒
業
生
が
受
給
で
き
ず
、
そ
の
生
徒
よ
り

（障
が

い
の
）
軽
い
生
徒
が

（年
金
を
）
受
給
し
て
い
た
の
が
理
解
で
き

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
保
護
者
だ
け
で
な

く
教
師
も

「
障
害
基
礎
年
金
」
に
つ
い
て
の
理
解
は
殆
ど
な
い

と
い
え
ま
す
。
加
え
て
、
基
礎
年
金
申
請
は

「ま
だ
先
の
こ
と
」

と
思
っ
て
い
る
保
護
者
も
多
く
い
ま
し
た
．

年
金
学
習
会
は
、
福
岡
県
育
成
会
事
務
局
か
ら
講
師
を
派
遣

し
ま
す
ｃ
今
年
度
は
県
内
す
べ
て
の
特
別
支
援
学
校

（知
的
障

が
い
）
に

「
障
害
基
礎
年
金
学
習
会
」
の
開
催
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
し
っ
か
り
と
大
切
な
情
報
を
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
、）

★
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

昨
年
度
は
、
疑
似
体
験
活
動
が
県
下
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
．
そ
の
大
き
な
要
因
は
、
福
岡
県
育
成
会
関
係
の
３
つ
の
啓

発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
結
成
さ
れ
、
各
地
域
で
活
動
し
た
こ
と
に

あ
り
ま
す
．
本
年
度
も
さ
ら
に
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

０
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　
ち
つ
き
ゃ
ら

（筑
後
市
）

○
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　
つ
ば
さ

（飯
塚

・
嘉
麻
）

Ｏ
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　
ま
ど
か

（大
野
城
市
）

の
成
果
と
し
て
、
昨
年
度
に
は
新
た
に
３
箇
所
で
啓
発
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
が
発
足
し
ま
し
た
．．
地
道
な
取
り
組
み
が
実
を
結
ん
だ

と
い
え
ま
す
。

本
年
度
は

「出
前
講
座
」
「障
害
基
礎
年
金
学
習
会
」
の
拠
点

づ
く
り
の
年
だ
と
考
え
て
い
ま
す
ｃ
全
国
育
成
会
権
利
擁
護
部

会
と
連
携
し
て
、
各
地
域
育
成
会

（親

の
会
）
に
出
前
講
座
年

金
学
習
会
講
師
の
養
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
．
そ
し
て
、
派
遣

講
師
と
し
て
福
岡
県
育
成
会

へ
の
登
録
を
お
願

い
し
、
育
成
会

活
動
を
支
え
、
発
展
さ
せ
る
核
に
な

っ
て
頂
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【魅
力
あ
る
事
業
へ
】

啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
外
に
向
か

っ
て
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
推
進
し
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
学
習
会
は
、
内
に
向
か

っ
て
権
利
擁
護
の
推

進
を
し
ま
す
。

時
間
は
か
か

っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
地
に
着
い
た
活
動
が
、
育

成
会
の
理
解
者
を
増
し
、
と
な
り
組
織
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

令和 5年度 収支予算

経常収益

1.受取会費 2,330,000

2.受取補助金等 2,430,000

3.事業収益 2,968,000

4.寄付金その他 841,000

経常収益計 8,569,000

経常費用

事業費計 6,761,100

管理費計 1,807,900

経常費用計 8,569,000

当期経常増減額 0
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★
講
師
の
養
成
と
登
録

平
成
２８
年
度
か
ら
始
め
た
出
前
講
座

「
疑
似
体
験
学
習
会
」



令和 5年 4月 20日 は ぐ く む 弟 128号  (2)

瑕舅颯k    lll青成会の出前講座「障害基礎年金学習会」 |||||||mm饉巡贔兆餃巡隆眩m        ‐ ‐..‐ .‐ ‐‐._                                                  _.__‐  .

障害基礎年金学習会を開きませんか ?

福岡県手をつなぐ育成会は、知的障がいのある親

の会です。ベテランの会員からも「初めての障害基礎

年金の申請の時は大変だった」とよく聞きますD何が
大変だったのでしょうかつ

Oいつ頃、どこで申請すればいいの ?

○診断書を書いてくれるお医者さんは ?

○一般就労していたら年金はもらえないの '
01級 と2級の差はどうやって決まるの ?
◎重要な書類は、

医者の診断書と病歴・就労状況等申立書

そんな声を集めて、疑間に応え、分かりやすく解説

する
~障
署基■年金学習会DVD」ができました。

まだまだ、20歳 |こ なるまでは時間があるから大文

夫と思っていませんか ?

「障害基礎年金学習会」要綱

開催期間 令和 5年 4月 ～令和 6年 3月
主  催 (公社)福岡県手をつなぐ育成会
内  容 障害基礎年金の申請、Q&A

※DVDは、約 1時間です。
対 象 者 学齢期の保護者、教育関係者
参加人数 数人～相談に応じます。
講師料等 講師料 原則無料
講  師 育成会関係者
申込方法 092-584-4374迄 お電話下さい。

問合せ先 福岡県手をつなぐ育成会事務局
電  話  092-584-4374

F A X1 092-584-4378

E―mail infO@fk― ikuseiOrg

(担当者 :事務局長 岩田孝利 )

行事名 日程 場所 内容

令和 5年度定時総会 5月 12日 (金 ) クローバープラザ 13:00～ 西棟502研修室
第 1回相談員研修会 7月 21日 は金) クローバープラザ 13:00～ 西棟501研修室
福岡県第 2回
障がい者スポーツ大会

4月 30日 (日 ) 久留米陸上競技場他
フライングディスクは 5月 7日 (日 )
博多の森補助競技場

福岡県本人活動 8月 下旬 未定 参集開催

第62回九州大会 10月 8日 (日 ) 福岡市 国際会議場 :参集開催

第42回福岡県大会 10月 8日 (日 ) 福岡市 九州大会と併催

第 2回相談員研修会 令和 6年 2月 上旬 クローバープラザ 参集開催

全国育成会連合会

全国大会愛媛大会

令和 6年 1月 27日 (土 )
28日 (日 )

愛媛県松山市 参集開催

第14回権利擁護セミナー 11月 7日 (火 ) 島根県松江市
参集開催、オンライン配信、希望者への

DVD配送の併用を想定

啓発キヤラバン隊研修会 9月 26日 (火 ) 札幌市 通常開催とオンライン配信

事業所協議会全国大会 令和 6年 2月 下旬 長崎市 参集開催

3年ぶりの対面開催です。まだまだ、新型コロナウイ

ルス感染症の状況が見えない中での開催のため、 1日

開催となりました。

親の会では、例年のような分科会形式をとらず、シ

ンポジュウムが主体となるようです。一方、本人発表で

は事前収録の動画を活用した発表と室内活動 (託児)、

観光体験の 2コースが予定されています。ウィズコロ

ナとはいえ、物価高騰の折、参加者の負担が増えるこ

とが心配されます。(事務局)



(3) 1第 128号 は ぐ く む 令和 5年 4月 20日

無
料
出
繭
講
座
の
ご
案
内

福
岡
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
事
業

高
齢
者
・障
が
い
者
の

消
費
者
被
害
防
止
に
向
け
た
事
業

★
事
業
概
要

高
齢
者

・
障
が
い
者
の
消
費
者
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

見
守
り
の
担
い
手
を
対
象
と
し
た
研
修
会
や
勉
強
会
に
講

師
を
派
遣
し
ま
す
。
保
護
者
や
支
援
者
が
対
象
で
す
が
、
本

人
も
受
講
で
き
ま
す
。

★
例
え
ば

「
こ
ん
な
テ
ー
マ
で
」

・
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
と
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

・
障
が
い
者
が
陥
り
や
す
い
消
費
者
被
害
に
つ
い
て

◆
業
者
と
の
対
応
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

（断
り
方
実
演
）

★
問
合
せ
先

福
岡
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

電
話

¨
０
９
２
‐
６
３
２
‐
１
６
０
０

本
会
で
は
、
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
、今
年
２
月
７
日
（火
）

に

「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
最
前
線
Ｈ
」
と
題
し
て
、
適
格
消
費

者
団
体
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
支
援
機
構
福
岡
理
事
で
消
費

生
活
相
談
員
の
穐
山
美
江
氏
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
障
が
い
種
別
の
被
害
の
実
態
な
ど
分
か
り
や
す
く
解
説

い
た
だ
き
、
受
講
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
「本
人
や
そ
の
家
族
に

聞
か
せ
た
い
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。
令
和
５
年
度
の
委
託

業
者
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

饂
「消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
最
前
線
Ｈ
」
講
演
の
ア
ン
ケ
ー
ト

蝙

Ｃ
参
考
に
な

っ
た
。
こ
の
学
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
障
が

い
者

（高
齢
者
に
も
）
に
伝
え
た
い
。

屏
分
か
り
や
す
く
、
為
に
な

っ
た
。
ま
た
、
誰
に
も
ト
ラ
ブ
ル

被
害
に
あ
う
可
能
性
が
あ
る
と
思

っ
た
．

磋

「
気
づ
き
」
「
声
か
け
」
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
ま

た
、
「断
る
力
」
を
身
に
着
け
た
い
Ｇ

又
正
し
い
情
報
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

【
い
り
ま
せ
ん
】
と
強
く
断
る
練
習

な

ど

こ

く
障
が
い
別
の
特
徴
で
の
話
が
分
か
り

や
す
か
っ
た
。

②
親
の
会

・
地
域
の
公
民
館

・
障
が
い
者

当
事
者
の
会

・
学
校

（児
童
生
徒
）

・

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
で

学
習
会
を
企
画
し
、
実
施
し
た
い
。

【福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業
】

福
祉
施
設

・
事
業
所
や
在
宅
等
で
提
供
さ
れ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
の
解
決
を
図
る
事

業
で
す
。

一
　

対
象
者
は
現
在
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

¨
る
方
や
そ
の
家
族
の
方
、
契
約
内
容
を
把
握
さ
れ

て
い
る
方
等

で
す
ｃ

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
時

の
苦
情
に
つ
い
て
、
事

業
所
と
話
し
合

い
で
解
決
し
な

い
場
合
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料

で
す
。

※
内
容
に
応
じ
て
他

の
機
関
を
ご
案
内
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
運
営
適
正
化
委
員
会
　
事
務
局

電
話

一
〇
９
２
‐
９
１
５
‐
３
５
１
１

毎
週
月
曜
～
金
曜
日
、
９
時
～
１７
時

（※
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

フ

障がい者の消費者被害の現状
・相談内容を見ると、判断力の不足や契約内容への理解不足で
トラブルになつていると思われるケースが目立つ
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障がい者の周りにいる様々な主体が、障がい者の消費生活上の

安全に気を配り、何かあつたときには、消費生活センター等に
つなぐ仕組みを構築することが大切

より

“
Ｎ
　

ざ
゛
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妙
ミ
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令不□5年 4月 20日 は ぐ く む 第 128号  (4)

全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報・交流誌「手をつなぐ」

◇機関紙「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは
本会事務局にお申し込みください。

・年間購読料 一日 3,900円 (送料別)

※送料は回数によって異なり、
一日 (1冊)の場合は年間240円です。

【購読料のうち一口当たり50円は災害発生時の
見舞金や支援活動資金に充てられます】

手をつなぐ3/4月 号表紙

【次号予告】(仮題)
★ 5月号特集
「今日、何を食べましたか ?」

★今月の問題
「強度行動障害有する者の地域支援

体制に関する検討会について」

【賛助会員会費は次の通りです】

知的障がいのある人たちが、ノーマライゼーション

の理念の下、自立した地域生活をおくるために必要な

運動を活発に展開するには、賛助会員の方々の支えが

必要です。

是非、ご協力をお願いします。

◆会費(個人会員)1回  2,000円/年
◆会費(団体会員)1回  10,000円 /年
◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】
公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会
電言舌:092-584-4374 FAX:092-584-4378
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共生社会推進のための「受容」とは
広辞苑によれば、「受容」とは「受け入れる、取り込むこと」とあ

りますが、福祉政策の用語として使われる意味には「あきらめ」

「がまん」を含まない意味が強調されているようです。

特に、最近の福祉政策で進めている一つ地域共生推進計画には

避けられない考え方だと思います。

米映画の名優 L・ デカプリオが知的障がい児を演 じ、アカデ

ミー賞候補 ともなった映画「ギルバー ト・グレイブ」ではギル

バートの恋人ベッキーが、兄ともども知的障がいのある弟アニー

をそのまま受け入れるストーリーになっていました。30〔
燒令taF

年前に、スウェーデン出身のヘルストム監督には、すで Rダ
iЦ乙にそんな考え方があったのです。            r・‐、

政
治
家
を
志
す
人
た
ち
に
は
、
た
て
ま
え
以
外
に

ど
ん
な
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

偉
大
な
孔
子
は
、
若
い
こ
ろ
乱
れ
た
自
国
の
政
治

を
改
め
る
た
め
、
政
治
家
に
な
ろ
う
と
国
中
を
巡
り
、

自
説
を
広
め
る
努
力
を
し
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
、
失

敗
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
に
再
び
政
治
家
を
志
す

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
孔
子
を

「彼
は
人
を
批
判
し
過
ぎ
る
か
ら

だ
」
と
指
摘
し
た
意
見
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。

「批
判
す
る
」
と
は
、
物
事
の
真
偽
や
善
悪
を
評
価

し
、
判
定
す
る
意
味
で
す
が
、
日
常
で
は
、
相
手
の

意
見
を
否
定
す
る
時
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
こ
の
た
め
、
痛
烈
な
使
い
方
に
よ
り
、
こ
れ
を
聞

い
た
人
が
不
快
な
思
い
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
選
挙
戦
な
ど
に
よ
く
み
か
け
る
光
景
で
す
。

情
報
化
時
代
に
な
り
、
誰
も
が
自
分
の
意
見
を
主

張
し
や
す
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、残
念
な
の
は
、

こ
れ
が
時
と
し
て
、
自
我
の
不
満
を
解
消
す
る
道
具

と
し
て
、
誹
謗
中
傷
す
る
方
向
に
動
く
こ
と
で
す
。

時
に
、
豊
富
な
知
識
を
習
得
し
た
利
発
な
人
に

限

っ
て

「学
習
が
、心
を
ゆ
が
め
る
原
因
と
な

っ
た
」

の
で
は
と
疑
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

も
し
、
ど
う
し
て
も
人
の
言
動
を
批
判
す
る
な
ら
、

そ
の
後
に
相
手
の
長
所
を
讃
え
る
こ
と
ば
を
用
意
す

る
優
し
い
配
慮
が
欲
し
い
も
の
で
す
。

「若
い
人
に
は
親
し
ま
れ
、
同
僚
に
は
信
頼
さ
れ
、

そ
し
て
目
上
の
人
に
は
安
心
さ
れ
る
、
そ
ん
な
人
に

な
り
た
い
」
後
年
、
三
千
人
の
弟
子
を
持
ち
、
四
聖

と
呼
ば
れ
た
孔
子
は
こ
ん
な
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
、
年
代
や
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
違

い
に
よ
る
自
己
主
張
の
た
め
、
お
互
い
活
動
の
足
並

み
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
　

（紀
）

誹
謗
中
傷
＝
悪
口
で
相
手
を
傷
つ
け
る
こ
と

四
聖
＝
釈
迦
、
キ
リ
ス
ト
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
孔
子
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